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地
域
の
民
生
児
童
委
員
ご
紹
介

（
担
当
地
区
）

　
本
町
・
宮
本

　

職
場
を
退
職
す
る
と
決
め
た

こ
ろ
、
民
生
児
童
委
員
の
お
話

が
あ
り
、
今
な
ら
ま
だ
お
子
さ

ん
た
ち
の
顔
を
覚
え
て
い
る
の

で
地
域
の
た
め
に
少
し
で
も
役

立
つ
な
ら
と
受
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
と
は
言
っ
た
も

の
自
分
が
務
ま
る
の
か
不
安
が

募
る
中
、
十
二
月
か
ら
新
し
く

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

先
輩
委
員
の
方
々
や
担
当
の

方
か
ら
、
民
生
児
童
委
員
の
役

割
は
、「
見
守
り
」「
つ
な
ぐ
」

こ
と
と
お
聞
き
ま
し
た
。

「
見
守
り
」
に
は
、
ま
ず
は
地

い
な
と
思
い
な
が
ら
任
期
中
の

活
動
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
声
を
か
け
て
い
た

く
と
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ち
ょ
い
が
発
動
し
て
、
つ
い
つ

い
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た
の
で

す
が
、
新
聞
な
ど
で
「
な
り
手

不
足
」
の
報
道
を
目
に
す
る
に

つ
れ
、「
早
ま
っ
た
か
も
」
の

気
持
ち
が
じ
わ
じ
わ
と
訪
れ
て

き
ま
し
た
。

　

縁
あ
っ
て
麻
績
村
に
暮
ら
し

始
め
て
三
十
年
近
く
に
な
り
ま

す
が
、
人
の
往
来
よ
り
タ
ヌ
キ

の
往
来
、
風
の
ウ
ワ
サ
も
届
か

な
い
場
所
に
住
ん
で
い
る
自
分

に
果
た
し
て
務
ま
る
の
か
と
不

安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
機
会
に
地
域

の
こ
と
に
も
っ
と
詳
し
く
な
り
、

自
分
ら
し
い
や
り
方
で
住
民
の

方
々
と
関
わ
っ
て
い
け
た
ら
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

区
の
方
々
に
顔
を
覚
え
て
い
た

だ
く
こ
と
。

「
つ
な
ぐ
」
に
は
、
自
分
自
身

が
、
行
政
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
を
学
ぶ
こ
と
。
を
目
標
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
、
で
き
る
範
囲
で
活

動
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

初
心
者
マ
ー
ク
付
き
で
す
が
、

お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
担
当
地
区
）

　
梶
浦
・
市
野
川
・
聖

「
民
生
児
童
委
員
を
受
け
て
も

ら
え
ま
せ
ん
か
？
」
と
言
わ
れ

た
と
き
、
生
来
の
お
っ
ち
ょ
こ

（
担
当
地
区
）

　
野
間
・
桑
関
・
高

　

昨
年
十
二
月
か
ら
二
期
目
の

民
生
児
童
委
員
が
発
足
し
、
担

当
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

▲民生児童委員の皆さん集合

　
二
月
号
の
続
き
で
民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
期
目
、
当
初
は
不
安
の

日
々
で
心
が
折
れ
そ
う
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

折
、
先
輩
の
民
生
さ
ん
が
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。「
あ
な
た
ね
、

こ
の
仕
事
は
『
や
っ
て
よ
し
、

や
ら
な
く
て
も
よ
し
』
の
お
仕

事
な
の
。
だ
か
ら
あ
ま
り
固
く

考
え
ず
、
気
軽
に
や
れ
ば
い
い

の
よ
」
と
励
ま
し
勇
気
づ
け
て

く
だ
さ
り
、
任
期
中
の
活
動
が

安
心
し
て
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
三
年
間

は
、
今
ま
で
の
活
動
を
い
か
し
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
諸
先
輩
の
民
生
さ
ん
の

お
知
恵
を
お
か
り
し
、
行
政
福

祉
へ
の
橋
渡
し
が
で
き
れ
ば
い

山田ひかりさん

久保田優子さん

髙野由江さん

塚原悦子さん

（
担
当
地
区
）

　
桂
・
中
沢
・
横
辻
・
菅
の
沢

　
・
西
之
久
保
・
野
田
沢

　

三
年
前
、
軽
い
気
持
ち
で
引

き
受
け
た
の
で
す
が
、
先
輩
方

の
活
動
の
幅
と
質
と
量
に
圧
倒

さ
れ
「
無
理
か
も
」「
だ
め
か

も
」「
厳
し
い
か
も
」。

　

た
だ
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
、

お
弁
当
を
届
け
た
と
き
の
、
う

れ
し
そ
う
な
顔
、
帰
る
時
に
見

え
な
く
な
る
ま
で
手
を
振
っ
て

い
た
だ
く
と
、
来
月
も
何
と
か

な
る
か
…
と
思
い
つ
つ
経
過
し

ま
し
た
。

　

二
期
目
は
幅
を
広
げ
て
見
守

り
、
つ
な
い
で
傾
聴
し
、
こ
の

機
会
に
感
謝
し
つ
つ
、
私
な
り

に
歩
ん
で
い
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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聖 風山
　

館
報
一
月
号
に

も
掲
載
さ
れ
て
い

た
が
「
林
野
火
災

注
意
報
・
警
報
」

が
今
年
か
ら
運
用

さ
れ
は
じ
め
た
。

　

強
風
な
ど
の
折

り
発
令
さ
れ
る
も
の
で
、
屋
外

で
の
火
の
使
用
が
制
限
さ
れ
る
。

警
報
時
の
違
反
は
罰
則
も
あ
る

の
で
な
か
な
か
厳
し
い
が
、
最

近
の
国
内
外
で
の
大
規
模
火
災

を
思
う
と
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
と

思
う
。
も
っ
と
も
、
風
の
強
い

日
に
野
焼
き
を
す
る
人
は
い
な

い
だ
ろ
う
か
ら
農
作
業
へ
の
影

響
は
、
あ
ま
り
無
い
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

は
「
ど
ん
ど
焼
き
」
だ
。
警
報

が
発
令
さ
れ
れ
ば
準
備
で
き
て

も
点
火
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
だ
。
ど
う
や
ら
今
後

は
「
予
備
日
」
も
考
え
て
計
画

を
立
て
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

幸
い
一
月
に
は
三
連
休
が
あ
る
。

天
気
予
報
の
精
度
も
上
が
っ
て

い
る
。

　

み
ん
な
で
炎
を
見
つ
め
、
心

穏
や
か
に
な
れ
る
こ
の
行
事
が
、

安
全
な
日
に
と
り
行
わ
れ
て
ほ

し
い
と
思
う
。

巣
立
ち
の
と
き

ご
卒
業・ご
卒
園
お
め
で
と
う

　
三
月
は
、
卒
業
・
卒
園
式
の
季
節
で
す
。

　
麻
績
小
学
校
は
十
七
日
（
卒
業
生
十
四
人
）、
筑
北
中
学
校
は
十
八

日
（
卒
業
生
十
三
人
）
に
卒
業
式
が
、
麻
績
保
育
園
は
三
月
二
十
五
日

（
卒
園
児
十
四
人
）
に
卒
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
小
学
六
年
生
、
中
学
三
年
生
と
保
育
園
ひ
ま
わ
り
組
の
皆
さ
ん
、
ご

卒
業
・
ご
卒
園
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

麻
績
小
学
校
卒
業
式

麻
績
保
育
園
卒
園
式

麻績小学校卒業式

筑北中学校卒業式 麻績保育園卒園式

▲在校生の皆さん、今までありがとう

▲最後に先生方から卒業おめでとう

▲卒園おめでとう▲卒業証書授与

▲合唱「栄光の架け橋」 ▲卒業生が退場 ▲卒園記念のアルバム

▲在校生の皆さんへ

▲卒業おめでとうございます
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４月
・毎日のようにお散歩に行き、虫や花を発見！
５月
・シェーンガルテンおみのこいのぼりの下で春の遠足
・地域の方にオニヤンマのヤゴ、イモリをいただいて飼育開始
６月
・ヤゴのお家を作るため、発泡スチロールに田植え
・小学校の運動会で見たダンスがやりたくて、１・２年生に弟
　子入り
・わくわくの村さんの時間銀行を使って親子で竹馬作り

　　　　　　　　　　　　　　　　７月
　　　　　　　　　　　　　　　　・年中さんのときに植えて収穫した玉ねぎをトトロの森で焼い
　　　　　　　　　　　　　　　　　て玉ねぎパーティー
　　　　　　　　　　　　　　　　８月
　　　　　　　　　　　　　　　　・筑北村の保育園のお友だちと、安坂川で川遊び
　　　　　　　　　　　　　　　　９月
　　　　　　　　　　　　　　　　・トトロの森に筑北村の保育園のお友だちを招待
　　　　　　　　　　　　　　　　・お家の方と保育園夏祭り
　　　　　　　　　　　　　　　　・たわわに実った発泡スチロール田んぼの稲を収穫

１０月
・みんなで楽しんだ運動会
・足踏み脱穀機を使って脱穀
・秋の遠足は電車に乗って筑北ひまわり保育園へ
・収穫までにお世話になった方を招待して、収穫したお米でお
　にぎり会
１１月
・自分たちで種まきして大収穫だった白菜、大根を八百屋さん
　になって販売
１２月
・みんなで話し合って売上金を使ってＡコープでお買い物、電
　車に乗ってやすらぎスポーツ広場へ出かけたお出かけ大作戦

　　　　　　　　　　　　　　　　１月
　　　　　　　　　　　　　　　　・何日もかけて和紙を貼って、張り子の鬼のお面作り
　　　　　　　　　　　　　　　　・ZIP！の撮影
　　　　　　　　　　　　　　　　２月
　　　　　　　　　　　　　　　　・保育園最後の参観日は、自分たちで企画して作り上げた“き
　　　　　　　　　　　　　　　　　らきら発表会”で成長した姿を披露
　　　　　　　　　　　　　　　　・紙すきで卒園証書作り、卒園記念品作りに藍染め体験
　　　　　　　　　　　　　　　　３月
　　　　　　　　　　　　　　　　・自分たちで何回も話し合って決めた“たいようみずたま遠足”
　　　　　　　　　　　　　　　　　で長野市城山動物園ながのこども館でみんなで思い出作り

　　　　　　　　　　　　　　地
ち

域
いき

の方にたくさん関
かか

わり、見
み

守
まも

られながら大
おお

きく成
せいちょう

長したね！
　　　　　　　　　　　　　　このたくさんの経

けい

験
けん

がみんなの力
ちから

になりますように。
　　　　　　　　　　　　　　卒

そつ

園
えん

おめでとう！　　　　　　　　　　　　　　　みき先
せん

生
せい

より

ひまわり組の１年
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日
向
神
社
（
旧
村
社
）

　
に
つ
い
て

　
三
、
日
向
神
社
の
社
殿
と

　
　
　
社
叢
に
つ
い
て

　

拝
殿
は
神
明
（
切
妻
）
造
り
、

建
物
全
体
が
直
線
的
で
、
最
も

一
般
的
な
神
社
建
築
で
あ
る
。

銅
板
葺
で
二
間
半
二
間
で
あ
る
。

　

入
口
は
、
正
面
に
平
入
り
、

西
側
に
妻
入
り
が
あ
る
。

　

拝
殿
の
西
側
に
二
間
一
間
半

の
宝
殿
が
あ
る
。

　

舞
殿
（
台
）
は
五
間
三
間
半

で
拝
殿
向
き
で
あ
る
。

　

鳥
居
は
明
神
鳥
居
で
、
四
脚

の
控
柱
（
稚
児
柱
）
を
も
つ
両

部
鳥
居
で
あ
る
。

　

鳥
居
北
の
石
燈
籠
に
は
、
享

和
壬
戉
（
一
八
〇
二
）
年
九
月

吉
日
と
あ
る
。

　

拝
殿
前
の
石
燈
籠
は
、
文
化

三
（
一
八
〇
六
）
年
の
建
立
で

あ
る
。

　

境
内
社
は
、
拝
殿
後
方
並
び

に
東
側
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　

舞
殿
西
の
参
道
西
脇
に
円
形

の
礎
石
が
あ
る
。
何
が
建
立
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

社
叢
は
、
欅
・
桧
・
彬
・
松

な
ど
で
あ
る
。

　

参
道
西
側
を
高
城
後
方
か
ら

寛
政
元
（
一
四
六
〇
）
年
頃
に

引
水
さ
れ
た
水
路
を
聖
山
の
清

水
が
流
れ
る
。

　

拝
殿
東
北
に
大
木
の
切
株
が

あ
る
。
往
古
の
御
神
木
で
あ
っ

た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

麻
績
神
社
本
殿
下
の
桧
の
切

株
に
匹
敵
す
る
と
推
考
さ
れ
る
。

い
つ
の
時
代
の
切
株
で
あ
ろ
う

か
年
輪
を
調
べ
れ
ば
、
日
向
神

社
の
創
建
年
代
が
わ
か
る
か

も
？

　
四
、
戦
争
と
日
向
神
社

　
　
　
に
つ
い
て

　

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）

年
一
月
、
日
向
神
社
は
日
向
村

全
戸
が
氏
子
の
村
社
と
な
り
、

戦
勝
祈
願
の
神
社
と
な
る
。

　

館
報
お
み
の
昭
和
五
十
年
十

二
月
発
行
一
〇
五
号
、
郷
土
史

を
た
ず
ね
て
「
日
向
神
社
」
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
…
大
東

亜
戦
争
末
期
は
、
村
中
の
お
祭

り
と
し
て
、
春
の
祭
典
日
四
月

三
日
に
は
、
村
役
場
よ
り
村
長

が
祭
司
と
し
て
、
衣
冠
束
帯
姿

で
、
戦
争
祈
願
と
兵
士
の
武
運

長
久
を
祈
願
し
た
…
」
と
あ
る
。

　

麻
績
小
学
校
百
年
史
第
四
編

日
向
尋
常
高
高
等
小
学
校
の
項

に
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年

日
時
不
明
に
日
向
神
社
で
挙
行

さ
れ
た
戦
争
祈
願
祭
の
写
真
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
出
征
兵

士
武
運
長
久
」
な
ど
数
本
が
写

っ
て
い
る
。
神
主
（
村
長
）
を

中
ほ
ど
に
、
三
十
二
人
写
っ
て

お
り
、
全
員
成
人
で
あ
る
。
二

十
人
が
日
の
丸
の
小
旗
を
掲
げ

て
い
る
。
戦
争
と
神
社
の
貴
重

な
一
枚
で
あ
る
。

十
二
（
一
九
三
七
）
年
に
は
日

中
戦
争
が
起
こ
る
。
そ
の
年
に

始
ま
っ
た
国
民
精
神
総
動
員
運

動
は
学
校
に
も
反
映
し
、
国
家

的
な
儀
式
・
行
事
が
強
化
さ
れ

る
。

　

神
社
・
寺
院
の
参
拝
が
多
く

な
り
、
村
社
日
向
神
社
が
そ
の

中
心
と
な
る
。

「
学
校
日
誌
」「
日
向
国
民
学

校
公
文
書
綴
」「
麻
績
小
学
校

百
年
史
沿
革
年
表
」
に
は
、
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

〇
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年

　
四
月
二
日

高
日
向
神
社
祭
で
休
業
・
児
童

職
員
式
典
に
参
列

〇
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年

　
四
月
二
日

日
向
神
社
昇
格
記
念
祭
小
学
校

青
年
学
校
参
加

〇
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年

　
七
月
一
日

天
野
原
太
神
宮
へ
全
校
午
前
五

時
集
合
し
、
戦
勝
祈
願

〇
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年

　
四
月
三
日

日
向
神
社
祈
年
祭
生
徒
全
員
参

料
・
児
童
浦
安
の
舞

〇
同
四
月
二
十
五
日

靖
国
神
社
臨
時
大
祭
遥
拝
式

〇
同
五
月
一
日

麻
績
の
神
社
と	

	
薙
鎌
信
仰
に
つ
い
て

　

興
亜
奉
公
日（
毎
月
の
一
日
）

　

日
向
神
社
参
拝
、
こ
の
日
は

日
中
戦
争
下
に
国
民
精
神
総
動

員
運
動
と
し
て
生
活
規
制
・
戦

意
高
揚
を
は
か
っ
た
日
で
、
昭

和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
九
月

一
日
か
ら
毎
月
一
日
と
な
っ
た

が
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
て

か
ら
は
、
大
詔
奉
載
日
の
毎
月

八
日
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

〇
同
八
月
七
日

出
征
兵
士
壮
行
式
に
参
加

〇
同
八
月
八
日

大
沼
原
太
神
宮
に
お
い
て
記
念

式
（
興
亜
奉
公
日
）
を
行
う
。

〇
同
十
月
二
日

村
社
日
向
神
社
祭
典
参
拝

〇
同
十
月
五
日

天
ノ
原
皇
太
神
宮
祭
典
参
拝
等

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年

八
月
十
五
日
終
戦
と
な
り
昭
和

二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
一
月

連
合
軍
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）

が
発
し
た
指
令
「
国
家
神
道
・

神
社
ニ
対
ス
ル
政
府
ノ
保
証
支

援
保
全
及
監
督
並
ニ
弘
布
ノ
禁

止
ニ
関
ス
ル
件
」
と
あ
る
。
強

制
的
な
神
社
参
拝
は
な
く
な
っ

た
。　
　
　
　
　

次
号
に
続
く

［
寄
稿
］信
濃
史
学
会
会
員

飯
森　

忠
幸

（
そ
の
十
五
）

▲出典：麻績小学校百年史

　
五
、
戦
争
中
の
学
校
行
事
と

　
　
　
神
社
に
つ
い
て

　

昭
和
六
（
一
九
二
一
）
年
九

月
満
州
事
変
が
勃
発
し
、
昭
和
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私
の
本
棚
～
春
～

　

昨
年
の
四
月
か
ら
始
め
た
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
お
す
す
め
の

本
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
こ
の
コ

ー
ナ
ー
も
お
陰
様
で
五
回
目
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
横
屋
に
お
住
い
の

平
田
祐
子
さ
ん
が
「
思
わ
ず
涙

が
こ
ぼ
れ
た
本
」
と
題
し
て
六

冊
ご
紹
介
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

▲雑誌で広がるアートの世界

▲涙活にもおすすめです

来館者数	 380人
貸出冊数	 748冊
ご来館ありがとう
ございます。

前月の図書館

　
少
年
と
犬

馳
星
周 

著

バ
ー
は
貸
出
が
出
来
ま
す
。
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

雑
誌
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合

わ
せ
て
、
美
術
系
雑
誌
を
企
画

展
示
し
て
い
ま
す
。

　

絵
画
や
歴
史
的
な
芸
術
作
品
、

建
築
、
漫
画
、
現
代
ア
ー
ト
等
、

多
様
な
雑
誌
を
読
み
比
べ
て
ぜ

ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

在
宅
医
療
を
考
え
さ
せ
る
お

話
や
、
動
物
と
人
間
の
心
温
ま

る
物
語
等
、
い
ろ
い
ろ
な
感
動

を
呼
び
起
こ
す
作
品
が
並
び
ま

し
た
。

　

涙
に
は
、
ス
ト
レ
ス
の
軽
減

効
果
や
心
の
鎮
静
効
果
が
あ
る

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
何
か

と
お
忙
し
い
こ
の
季
節
、
素
晴

ら
し
い
小
説
で
、
癒
し
効
果
を

感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　
蛍
た
ち
の
祈
り町田

そ
の
子 

著

　
雑
誌
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

図
書
館
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
の
種

類
を
四
月
か
ら
一
部
変
更
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
み
図
書
館
の
購
入
雑
誌
一

覧
で
す
。

　

お
気
に
入
り
の
一
冊
を
見
つ

け
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

創元社

生活の友交通新聞社

文藝春秋

　

新
し
く
入
っ
た
二
冊
を
紹
介

し
ま
す
。

　
美
術
の
窓

　

デ
ザ
イ
ン
・
ア
ー
ト
の
最
新

ト
レ
ン
ド
を
キ
ャ
ッ
チ
！
「
視

覚
が
刺
激
さ
れ
る
」
と
好
評
の

一
冊
で
す
。「
内
容
が
豊
富
」

と
評
判
で
、
創
造
力
を
か
き
た

て
ま
す
。

　

人
気
の
旅
雑
誌
も
新
た
に
登

場
し
ま
し
た
。

　
旅
の
手
帖

「
旅
の
楽
し
さ
、
日
本
の
美
し

さ
を
伝
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

日
本
各
地
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

網
羅
的
に
特
集
し
て
い
ま
す
。

　

普
段
手
に
取
ら
な
い
ジ
ャ
ン

ル
の
雑
誌
も
眺
め
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
、
お
み
図
書

館
で
は
こ
の
他
に
も
雑
誌
を
蔵

書
し
て
い
ま
す
。
最
新
号
は
館

内
閲
覧
で
す
が
、
バ
ッ
ク
ナ
ン

雑　誌　名 出　版　社 雑　誌　名 出　版　社

& Premium（アンドプレミアム） マガジンハウス 天然生活 扶桑社
NHK 趣味の園芸 NHK出版 ノジュール（nodule） JTBパブリッシング
NHK きょうの料理 NHK出版 ハルメク 株式会社ハルメク
NHK すてきにハンドメイド NHK出版 婦人公論 中央公論新社
Tarzan（ターザン） マガジンハウス やさい畑 家の光協会
オレンジページ オレンジページ 山と渓谷 山と渓谷社
暮らしの手帖 暮らしの手帖社 現代農業 農山漁村文化協会
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▲小学生議長登壇

▲村への提案が現実に

元
気
通
信
!!
　
今
月
の
小
・
中
学
校

麻
績
小
学
校

　

六
年
生
は
、
三
学
期
に
行
わ

れ
た
「
子
ど
も
議
会
」
に
向
け

て
、
麻
績
村
の
現
状
を
把
握
し
、

村
が
よ
り
よ
く
な
る
よ
う
に
と

い
う
願
い
を
も
と
に
準
備
を
進

め
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
麻
績
村
の
良
い
と
こ

ろ
に
目
を
向
け
、
次
に
課
題
に

つ
い
て
考
え
合
い
ま
し
た
。
実

際
に
学
校
を
出
て
現
場
を
見
に

行
く
児
童
や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

利
用
し
、
他
の
自
治
体
の
取
り

組
み
な
ど
を
積
極
的
に
調
べ
る

児
童
も
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
願
い
は
「
①

麻
績
村
の
活
性
化
（
聖
高
原
駅

に
つ
い
て
）」「
②
安
全
な
村
へ

（
危
険
箇
所
の
改
善
）」「
③
思

い
っ
き
り
遊
べ
る
村
へ
（
本
町

広
場
へ
の
フ
ェ
ン
ス
希
望
）」

「
④
自
然
災
害
へ
の
備
え
（
災

害
用
自
動
販
売
機
、
か
ま
ど
ベ

ン
チ
の
設
置
）」
の
四
つ
に
し

ぼ
ら
れ
、
当
日
は
自
分
た
ち
で

調
べ
、
準
備
し
た
考
え
を
堂
々

と
話
す
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
三
月
議
会
で

提
案
し
た
こ
と
の
ひ
と
つ
で
あ

る
聖
高
原
駅
の
公
衆
ト
イ
レ
の

照
明
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
願
い
が

村
政
に
反
映
さ
れ
る
大
き
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
自
分

た
ち
の
村
を
大
切
に
思
う
深
い

学
び
に
な
り
ま
し
た
。

筑
北
中
学
校

　
一
年
を
ふ
り
か
え
っ
て

一
年
　
飯
森
由
彩

　

こ
の
一
年
で
特
に
思
い
出
に

残
っ
て
い
る
こ
と
が
二
つ
あ
り

ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
入
学
式
で
す
。

不
安
な
気
持
ち
も
楽
し
み
な
気

持
ち
も
あ
り
な
が
ら
中
学
校
に

入
学
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
で

は
そ
ん
な
こ
と
を
忘
れ
る
程
、

楽
し
い
学
校
生
活
に
な
り
ま
し

た
。

　

二
つ
目
は
、
筑
北
祭
で
す
。

先
輩
達
と
協
力
し
な
が
ら
、
一

か
ら
す
べ
て
を
創
り
上
げ
る
の

は
と
て
も
大
変
で
し
た
が
、
そ

の
分
楽
し
い
良
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。

　

次
は
後
輩
が
で
き
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
先
輩
と
し
て
、
し

っ
か
り
引
っ
張
っ
て
い
け
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
一
年
を
ふ
り
か
え
っ
て

二
年
　
藤
澤
穂
奏

　

一
年
間
を
振
り
返
る
と
、
た

く
さ
ん
の
行
事
な
ど
を
通
し
て

自
分
の
成
長
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
筑
北
祭
で
す
。
三
年

生
が
中
心
に
な
り
生
徒
会
を
運

営
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
ス
ム

ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
。
私
は
こ

ん
な
三
年
生
に
な
れ
た
ら
な
と

運
営
の
仕
方
や
良
か
っ
た
こ
と

や
悪
か
っ
た
こ
と
の
生
徒
か
ら

の
言
葉
を
し
っ
か
り
と
聞
い
て

お
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
生
徒
会
の
引
き
継

ぎ
会
で
す
。
一
年
間
頑
張
っ
て

く
れ
た
三
年
生
か
ら
自
分
た
ち

が
こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
い
け

ば
い
い
か
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
聞
き
、
来
年
の
生
徒
会
に
役

立
て
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
お
み
っ
こ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
す
。

保
小
中
合
同
で
や
る
こ
と
に
よ

り
人
数
が
増
え
緊
張
感
が
増
し

ま
し
た
が
、
緊
張
を
し
て
い
て

も
し
っ
か
り
と
歌
え
る
よ
う
に

な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
が
私
の
一
年
間

を
通
し
て
成
長
し
た
こ
と
で
す
。

　
一
年
を
ふ
り
か
え
っ
て

三
年
　
渡
邉
遥
陽

　

私
が
一
年
間
頑
張
っ
た
こ
と

は
、
生
徒
会
活
動
で
す
。
こ
の

一
年
は
、
厚
生
委
員
長
と
し
て

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
初

め
は
委
員
会
や
役
員
を
引
っ
張

っ
て
い
け
る
か
不
安
で
し
た
が
、

副
委
員
長
や
先
生
方
の
サ
ポ
ー

ト
や
、
一
・
二
年
生
の
み
ん
な

の
お
か
げ
で
、
企
画
の
運
営
・

実
行
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

　

筑
北
祭
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
で
、
全
校
の
み
な
さ

ん
一
人
一
人
に
ポ
ス
タ
ー
を
描

い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し    

▲緊張した入学式

▲歌でクラスがひとつに
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公
民
館
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
麻
績

村
公
民
館
（
☎
六
七-

二
二
四

〇
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
茶
道
ク
ラ
ブ

　

交
流
セ
ン
タ
ー
建
築
の
折
に

炉
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
二

階
の
和
室
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

現
在
教
え
て
く
だ
さ
る
先
生
は

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
互
い
に

教
え
合
い
な
が
ら
和
気
あ
い
あ

い
と
練
習
し
て
い
ま
す
。
堅
苦

し
い
雰
囲
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
の

ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

練
習
日
は
、
平
日
の
午
後
一

時
よ
り
月
二
回
程
度
月
ご
と
に

決
め
て
い
ま
す
。
会
費
は
特
に

な
く
、
お
稽
古
に
使
う
お
抹
茶

や
お
菓
子
が
な
く
な
る
と
、
そ

の
都
度
集
金
し
ま
す
。

　

文
化
祭
で
お
茶
席
を
設
け
て

い
ま
す
。
お
召
し
上
が
り
い
た

だ
く
だ
け
で
な
く
、
お
茶
を
点

（
た
）て
る
体
験
も
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

　
ご
冥
福
を
祈
る

宮
下　

千
惠　

96
歳　

梶　

浦

小
山　

重
子　

99
歳　

野
田
沢

三
時
間
の
活
動
で
集
中
力
を
養

い
、
ボ
ケ
防
止
に
も
役
立
て
な

が
ら
、
政
談
・
清
談
を
交
わ
す

談
論
風
発
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

　
活
動
日
時
・
場
所

　

毎
月
、
第
三
土
曜
日
の
午
後

一
時
三
〇
分
か
ら
交
流
セ
ン
タ

ー
を
利
用
。

　
会
員
募
集
中

　

会
員
が
少
な
い
た
め
、
寂
し

い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。
入
会

金
・
会
費
は
無
料
で
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
ご
連
絡
お
願
い
し

ま
す
。
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

指
導
し
て
い
た
だ
け
る
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
を

い
た
だ
け
る
と
大
変
う
れ
し
い

で
す
。

い
。

　

ま
た
、
今
年
は
十
月
十
八
日

に
観
月
苑
で
お
茶
席
を
設
け
ま

す
の
で
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い

ま
せ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
将
棋
ク
ラ
ブ

　
活
動
内
容

　

将
棋
好
き
の
お
と
な
四
人
と

小
学
生
一
人
で
数
年
前
か
ら
集

ま
っ
て
、
将
棋
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　

目
的
は
無
論
、
棋
力
向
上
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
「
王
よ
り

飛
車
を
可
愛
が
り
」
の
レ
ベ
ル

で
困
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
月
に
一
回
、
二
～ ▲堅苦しいお茶席ではありません

▲うまさを問わず会員募集中

　
お
誕
生
お
め
で
と
う

た
。
村
内
ポ
ス
タ
ー
掲
示
で
は

放
課
後
や
休
み
時
間
を
使
っ
て

ポ
ス
タ
ー
張
り
を
み
ん
な
で
分

担
し
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
筑
北
祭
当
日
も
委
員
の

仲
間
に
声
を
か
け
て
仕
事
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
良
か
っ

た
で
す
。

　

今
年
度
一
番
が
ん
ば
っ
た
特

別
活
動
は
給
食
週
間
で
す
。
調

理
員
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

や
給
食
に
関
わ
る
ク
イ
ズ
な
ど

の
ス
ラ
イ
ド
を
作
る
こ
と
が
大

変
だ
っ
た
け
ど
、
工
夫
し
な
が

ら
全
校
の
み
な
さ
ん
に
発
表
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感

染
症
予
防
週
間
や
生
徒
会
引
き

継
ぎ
が
あ
る
の
で
最
後
ま
で
責

任
を
持
っ
て
や
り
遂
げ
た
い
で

す
。

▲筑北祭のポスターが並ぶ

公
民
館
ク
ラ
ブ
紹
介

　
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

お
み
ス
ク
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

事
業
）
で
は
、
九
月
五
日（
土
）

予
定
の
筑
北
中
学
校
の
環
境
整

備
（
草
刈
り
な
ど
）、
麻
績
小

学
校
の
家
庭
科
授
業
支
援
や
本

の
読
み
語
り
な
ど
の
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
お
申
込
み
さ
れ
た
方
、

登
録
内
容
を
変
更
さ
れ
た
い
方
、

詳
細
を
知
り
た
い
方
は
、
麻
績

村
公
民
館
（
☎
六
七-

二
二
四

〇
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な

お
、
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

さ
れ
て
い
る
方
は
、
自
動
で
更

新
さ
れ
ま
す
。


